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Ⅴ．特記事項 

1．研究ブランディング事業 

・本学は平成 29(2017)年度文部科学省「私立大学研究ブランディング事業」に応募申請

し、全国 188 校の申請の中、北海道内の大学で初めて選定された。本事業では「北国

高齢社会の生活カウンセラー（北国生活環境科学拠点）」として、北国の新しい暮らし

方を創る「ノースライフ・イノベーション」をめざした研究の促進及び地域との連携

を強化するため、本学の 4 研究所のシナジー効果を基盤に以下の 4 つの研究テーマを

展開した。

・「スマート住宅におけるウェルビーイング・サポートサービスの開発」では、積雪寒冷

地住宅の研究推進及び当該住宅におけるスマートデバイスを利用した生活サポートに

関する研究及び、地域高齢者の協力により収集された生活状況、活動状況、運動機能

などの情報をもとに、医療的観点並びに工学的観点から、積雪寒冷地におけるより適

切な暮らし方について研究を行った。 

・「積雪寒冷地域生活をサポートする医療用装具の安全性・耐久性の向上」においては、

短下肢装具の寒冷地での安全使用に必要な材料物性に関する基礎研究として、冬季屋

外と室内暖房機器近傍の繰り返し使用によるポリプロピレン材の劣化の有無について

研究を行い、医療用装具の安全性・耐久性の向上に関する知見の整備をめざした。 

・「クラウド型遠隔ヘルス・リハビリテーションシステムの開発」では、高齢者・障がい

者が地域社会の中で可能な限り自立した ADL（日常生活活動）を送れるよう、QOL

（生活の質）を高めると同時に、家族と社会の負担を軽減することを目的に地域高齢

者の日常生活を支援するための健康維持、改善に関するリハビリテーション、在宅高

齢者の日常生活を支援するための ICT を用いた支援システム、高齢者の安全安心のた

めの支援機器を開発した。 

・上記の 3 テーマで開発される技術の適合地域の検討と 3 研究のメソッド構築を研究テ

ーマとして、北海道内の地域課題の把握と北海道内の組織、関係者との連携強化、及

び拡大への取組みを進めた。 

・本事業の取組みを日本最大級のマッチングイベントであるイノベーション・ジャパン

2019 の大学組織展示に申請し、北海道内の大学で唯一採択された。大学組織としての

展示・発表を通じて、昨今の産学連携を取り巻く変化に対応し、特に産業界からのア

カデミアに対する本気の産学連携に向けた要望に応える大型の共同研究開発を提案す

ることにより、大学と産業界の新たなパートナーシップを創造するとともに、これま

でにない新たな価値の創出をめざした。

・本事業の成果を活用・展開するため、法人全体の中期的な計画である第 2 期中期事業

計画（令和 2(2020)～6(2024)年度）において、本学の特色を生かした医・薬・工連携

による学際的・学融合的研究の推進によるイノベーション創出、社会還元を図るため

の戦略事業を策定した。今後は戦略事業の実行により得た研究成果を積極的に学内外

に発信して、積雪寒冷地の技術・技能を開発・促進し、地域社会生活の向上に貢献す

る大学としてのイメージを浸透させ、ブランド力向上をめざす。


